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表紙のご紹介

お問い合わせは生活課（45-2214）まで。

「パンプキンパイ」
　「大潟村といえばパンプキンパイ」と言われるほど、
知名度抜群の銘菓。甘みが強くホクホクの大潟村産南瓜
を「あん」に使用し丁寧に焼き上げたその味は平成元年
に誕生して以来、平成６年に日本航空の機内食に採用、
平成８年には「ふるさと食品中央コンクール」で農林水
産省食品流通局長賞を受賞するなど、高い評価を得てい
ます。お子様からご年配の方まで、幅広い世代にご好評
をいただいているこの大ベストセラー商品を、ご家族の
だんらんやおみやげに、ぜひどうぞ！
　あぐりプラザおおがた（TEL：45－2214　FAX：
45－2514）をはじめ、県内各地の有名スーパーや道の
駅、空港などでお求めいただけます。

３月10・20・30日

̶̶ 3月の特売  3月の特売 ̶̶

あぐりプラザ
トクトク情報

０（ゼロ）のつく日は
ポイント２倍デー！

JAだよりおおがた

　お知らせ 
★あぐりプラザ内テナントスペースに３月４日、学
習塾がオープンしました！

３月21日㈭・22日㈮
目玉商品を多数ご用意してお待ちしております！

オープン前の教室内部の様子

※このコーナーは 隔月で掲載致します。このコ ナ は 隔月で掲載致します

「ポルダーリップウェーブ2013」チューリップ人気投票結果発表！
　２月15 ～ 17日に、花き栽培部会Ｏ.Ｆ.Ｓ（大潟村フラワーグローイングセクション）と教育委員会
の主催で行われたチューリップ展示会「ポルダーリップウェーブ2013」。今回の営農だよりでは、会場
内で行った「チューリップ人気投票」の結果についてお知らせいたします。
※得票数は、３位まで選んでいただいた総合計が多い順となっています。紹介文は展示会場に掲示してあったものを掲載しました。

　パーロット咲き（花弁の周縁に深い切れ込みやねじれが
入り、オウムの姿を思わせる）・八重咲きなど、さまざま
な花型がまんべんなく票を集めた昨年に対し、今年は細
身のユリ咲き品種に人気が集中しました。昨年１位の「マ
リリン」と２位の「バレリーナ」は、順位が入れ替わって
今年も１位と２位に選ばれ、根強い人気を感じさせます。

第１位　「バレリーナ」219票
花色：オレンジ　花型：ユリ咲き
　チューリップには珍しい香りと、ス
レンダーな容姿から大ブームを巻き起
こしました。その人気は今でも変わり
ません。

第２位　「マリリン」206票
花色：白と赤　花型：ユリ咲き
　白地に赤のストライプと「マリリン・
モンロー」の様なボリューム感が魅力
です。そのスタイルには男性のみなら
ず、女性も目をくぎ付け。

第３位　「フロローサ」181票
花色：赤・クリーム・緑　花型：ユリ咲き
　細長いラインを生かした装飾には
うってつけです。いろいろなアレンジ
でお楽しみいただけます。

第４位　「ハウステンボス」168票
花色：ピンクと白　花型：フリンジ咲き
　最初は淡いピンクですが、咲き出す
につれ徐々にピンクの色が濃くなって
いきます。

第５位　「ジャクリーン」135票
花色：濃いピンク　花型：ユリ咲き
　デリケートで栽培は難しいのです
が、独特な色合いで花屋さんにとって
は欠かせないチューリップです。
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一
足
早
い
春
を
満
喫
！

「
ポ
ル
ダ
ー
リ
ッ
プ
ウ
ェ
ー
ブ
」

珍しい品種も特価で販売！産直まつりポルダー大潟野菜グループによる振る舞い餅
チューリップ栽培ハウス
見学バスツアー

　

花
き
栽
培
部
会
Ｏ
．
Ｆ
．
Ｓ
（
大
潟
村
フ
ラ
ワ
ー
グ
ロ
ー

イ
ン
グ
セ
ク
シ
ョ
ン
）
は
２
月
15
〜
17
日
、
村
教
育
委
員

会
と
と
も
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
作
品
展
「
ポ
ル
ダ
ー
リ
ッ
プ

ウ
ェ
ー
ブ
２
０
１
３
」
を
開
催
。
会
場
の
大
潟
村
干
拓
博
物

館
に
は
、
会
員
が
育
て
た
51
品
種
三
千
本
の
切
り
花
を
は
じ

め
、
村
内
作
家
に
よ
る
生
け
花
や
押
し
花
な
ど
の
作
品
を
展

示
し
、
そ
の
魅
力
を
広
く
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
ポ
ル
ダ
ー
リ
ッ
プ
」
は
、
東
北
一
の
栽
培
数
を
誇
る
大

潟
村
産
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
愛
称
で
、
少
量
多
品
種
栽
培
が
特

徴
。
こ
の
作
品
展
は
、
大
潟
村
産
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
認
知
度

向
上
と
地
域
活
性
化
を
目
的
に
２
０
０
４
年
か
ら
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
展
示
の
ほ
か
、
品
種
の
人
気
投
票
や
栽
培
ハ
ウ

ス
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
生
産
者
と
消
費
者
と
の
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。
会
場
内
に
は
秋
田
公
立
美
術
工
芸
短
期
大

学
の
学
生
に
よ
る
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
、
来
場
者

の
人
気
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
16
・
17

日
に
は
「
道
の
駅

お
お
が
た
」
で
産

直
ま
つ
り
が
行
わ

れ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
切
り
花
や
特
産

品
な
ど
を
買
い
求

め
る
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

切り花展示。日曜日は天気に恵まれ、
たくさんの来場がありました

緻密さに目を奪われる
押し花作品の展示

押し花体験。
大人もこどもも夢中になりました

秋田公立美術工芸短大生デザインの
記念撮影コーナー

村内作家による生け花展示かわいらしい園児の作品コーナー

小学生・園児対象の
生け花体験
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親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
り
ま
す

優
績
Ｊ
Ａ
を
表
彰

春
の
需
要
期
を
前
に

年
金
無
料
個
別
相
談
会

第
12
回
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
全
国
大
会

自
動
車
・
農
機
展
示
会

　

金
融
課
で
は
２
月
５
日
、
年
金
の
受
給

を
間
近
に
控
え
た
方
や
現
在
受
給
中
の
方

を
対
象
に
無
料
個
別
相
談
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

こ
の
相
談
会
は
、
複
雑
で
面
倒
な
イ

メ
ー
ジ
の
強
い
年
金
に
つ
い
て
の
疑
問
や

不
安
を
解
消
し
て
も
ら
お
う
と
年
２
回
夏

と
冬
に
行
っ
て
い
ま
す
。
年
金
専
門
の
社

会
保
険
労
務
士
が
一
人
一
人
と
面
談
し
疑

問
に
答
え
る
形
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
参

加
者
か
ら
は
「
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な

情
報
を
お
し
え
て
も
ら
っ
た
。」「
応
対
が

親
切
だ
っ
た
。」
な
ど
毎
回
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
も
た
く
さ
ん
の
方

が
年
金
手
帳
や
年
金
定
期
便
な
ど
を
片
手

に
訪
れ
、
じ
っ
く
り
と
相
談
し
な
が
ら
理

解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
14
日
、
第
12
回
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
全
国

大
会
が
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
Ｊ
Ａ
大
潟
村
が
優
績
Ｊ
Ａ
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た

「
優
績
Ｊ
Ａ
」
お
よ
び
永
年
に
わ
た
り
Ｊ

Ａ
信
用
事
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
「
功
労

者
」
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
一

同
が
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
一
層
の
発
展
を
目
指

し
決
意
を
新
た
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
農
林
中
央
金
庫
が
年
１
回
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
今
後
と
も
、
地
域
の
皆
さ
ま

か
ら
信
頼
さ
れ

選
ば
れ
る
金
融

機
関
を
目
指
し

日
々
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

整
備
課
は
２
月
21
・
22
日
に
展
示
会
を

開
催
し
、
春
の
需
要
期
を
前
に
自
動
車
と

農
機
を
各
種
取
り
揃
え
、
メ
ー
カ
ー
や
Ｊ

Ａ
の
担
当
者
が
性
能
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

　

整
備
工
場
前
で
実
施
し
た
自
動
車
展
示

で
は
、
農
家
の
必
需
品
で
あ
る
軽
ト
ラ
ッ

ク
を
は
じ
め
、
各
種
エ
コ
カ
ー
な
ど
が
ズ

ラ
リ
。
悪
天
候
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
消

費
税
増
税
を
控
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
自
動
車
の
購
入
を
考
え
て
い
る

人
々
が
次
々
相
談
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

販
売
倉
庫
で
実
施
し
た
農
機
展
示
で

は
、
メ
ー
カ
ー
自
慢
の
新
型
機
種
が
お
目

見
え
し
た
り
、
特
価
品
が
並
ん
だ
り
し
、

担
当
者
の
説
明
を
聞
く
農
家
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

一人一人に優しく丁寧にアドバイスします

当ＪＡからは小林組合長と細谷常務が
出席し、表彰状と副賞が授与されました

販売倉庫での農機展示

児玉氏の分かりやすく面白いお話に笑いが止まりません！

　

女
性
部
の
組
織
「
ゆ
ず
り
葉
（
加
藤
敬

子
代
表
）」
は
、
２
月
26
日
、
東
２
丁
目

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
会
館
を
会
場
に
「
地

域
の
茶
の
間
」
を
開
き
ま
し
た
。

　
「
ゆ
ず
り
葉
」
は
、
Ｊ
Ａ
の
ヘ
ル
パ
ー

養
成
事
業
で
資
格
を
取
得
し
た
人
を
中
心

と
し
た
組
織
で
、
お
年
寄
り
に
楽
し
く
自

由
に
過
ご
せ
る
場
所
を
提
供
し
よ
う
と
、

こ
の
催
し
を
年
３
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
健
康
運
動
指
導
士
・
児
玉
美
幸

氏
に
よ
る
お
話
や
ひ
だ
ま
り
苑
の
栄
養

士
・
金
子
孝
子
氏
の
お
話
の
ほ
か
、
入
植

当
時
を
振
り
返
る
「
干
拓
の
歴
史
」
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
観
賞
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
参
加
者

は
ゆ
ず
り
葉
会
員
お
手
製
の
昼
食
や
お

し
ゃ
べ
り
を
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

お
茶
と
お
話
で
楽
し
い
一
日

ゆ
ず
り
葉
「
地
域
の
茶
の
間
」

が
した
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１　ガソリンや軽油の危険性と容器の注意事項
【ガソリンと軽油の危険性】
・ガソリンは気温が－40℃でも気化し、小さな火源でも爆発的に燃焼する物質（軽油は＋40℃）です。
・ガソリンの蒸気は、空気より重いため、穴やくぼみなどに溜まりやすく、離れたところにある思わぬ火源（ラ
イター等の裸火、静電気、衝撃の火花等）によって引火する危険性があります。
・軽油は、大量に保管すると火災危険性が高まるとともに、一旦火災が発生すると大火災になる危険性がありま
す。

【ガソリンや軽油を入れる容器】
・ガソリンや軽油を入れる容器は、消防法令により、一定の強度を有するとともに、材質により容量が制限され
ています。特に、灯油用ポリ容器（20リットル）にガソリンを入れることは非常に危険ですので行わないで
ください。

２　ガソリンスタンド利用時の注意事項
・ガソリンや軽油の買いだめは極力控えてください。
・セルフスタンドでは、利用客が自らガソリンを容器に入れる
ことはできません。

３　ガソリンや軽油を容器に入れて保管する際の注意事項
・ガソリンは、火災の発生危険が極めて高く、火災が発生すると爆発的に延焼拡大する
ため、ガソリンを容器に入れて保管することは極力控えてください。

・軽油は、大量に保管すると、火災の発生危険が高まるとともに、火災が発生すると、
大規模な火災となる危険性が高いため、大量保管することは極力控えてください。

お問い合わせは給油所（45－2511）までお願いいたします。

　３月に入り、長く厳しい冬がようやく息をひそめ、雪解けを迎えます。農作業が本格化するにあたり、
ガソリン・軽油の需要が増えますが、これらは火災を発生させる危険性が非常に高く、ちょっとした不
注意が思わぬ大事故につながるおそれがあります。事故を防ぐためには、ガソリン・軽油が持つ危険性
を理解し、適正な貯蔵や取扱いの方法を身につけておくことが大切です。皆様のご理解とご協力をお願
いいたします。

ガソリン・軽油の
適正な取り扱いをご確認ください！

特 集
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　平成24年度の役員研修を次のとおり行いました。
同行職員のレポートでご報告いたします。

【期　間】平成25年１月13日（日）～ 18日（金）
【参加者】13名（役員11名・職員２名）

◆ 

リ
ー
ト
ン

＊
１
月
14
日（
月
）

リ
ー
ト
ン
農
業
施
設
視
察

　

シ
ド
ニ
ー
か
ら
国
内
線
に
乗
り
１
時
間
半
、

一
行
は
ワ
ガ
ワ
ガ
空
港
に
。
リ
ー
ト
ン
は
シ
ド

ニ
ー
の
南
西
５
５
０
㎞
に
位
置
し
、
米
栽
培
の

中
心
地
で
す
。
日
中
の
気
温
28
度
と
い
う
暑
さ

の
中
、
施
設
内
で
は
安
全
に
留
意
す
る
た
め
ヘ

ル
メ
ッ
ト
と
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
全
員
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
大
潟
村
カ
ン
ト
リ
ー
公
社
の

様
な
サ
イ
ロ
が
立
ち
並
び
、こ
こ
で
は
穀
物（
小

麦
・
大
麦
・
コ
ー
ン
な
ど
）
が
集
荷
さ
れ
ま
す
。

１
つ
の
サ
イ
ロ
で
約
３
０
０
０
ｔ
の
容
量
が
あ

り
ま
す
。
近
年
、
日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ジ

ア
等
、
各
国
か
ら
の
視
察
研
修
が
あ
る
よ
う
で

す
。
こ
の
地
域
は
年
間
の
雨
量
が
少
な
い
乾
燥

地
帯
で
、
収
穫
に
お
い
て
も
乾
燥
調
整
の
必
要

が
な
い
た
め
、
適
期
に
刈
り
取
り
す
る
だ
け
と

い
う
効
率
の
良
い
も
の
で
し
た
。
農
業
用
水
は

４
０
０
㎞
以
上
離
れ
た
ダ
ム
か
ら
取
水
し
て
い

ま
す
。
広
大
な
耕
地
面
積
に
対
す
る
水
の
確
保

に
は
か
な
り
の
難
儀
が
強
い
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

サ
ン
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

　

サ
ン
ラ
イ
ス
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
協
同
組

合
で
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
全
て
の
米
の
集
荷
・

貯
蔵
・
精
米
・
包
装
・
販
売
、
そ
し
て
輸
出
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。
米
は
２
０
０
０
種
類
以
上
の
商

品
名
で
世
界
に
売
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
1
月
15
日（
火
）

ヤ
ン
コ
試
験
所（
田
ん
ぼ
跡
地
）見
学

　
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
米
の
父
」
と
呼
ば
れ
る

高
須
賀
穣
氏
の
功
績
を
た
た
え
た
石
碑
が
あ
り

ま
す
。

　

高
須
賀
氏
は
松
山
藩
士
で
あ
っ
た
父
を
持

ち
、
松
山
市
の
帝
国
議
会
議
員
と
し
て
一
期
活

躍
し
た
後
、
米
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と

家
族
と
共
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
渡
り
ま
し

た
。
当
時
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
米
農
家
は
全

く
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
米
作
り
計
画
を
着
々

と
進
め
て
い
く
高
須
賀
家
に
対
し
、
１
９
０
６

年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
ビ
ク
ト
リ
ア
州

ス
ワ
ン
ヒ
ル
の
近
く
に
２
０
０
エ
ー
カ
ー
（
約

81 
ha
）
の
土
地
を
与
え
ま
し
た
。
設
備
も
種
も

何
も
な
い
中
で
、
家
族
と
水
路
や
田
を
作
り
、

１
９
０
８
年
に
父
が
日
本
か
ら
持
っ
て
き
た
モ

ミ
を
用
い
て
米
作
り
を
始
め
ま
し
た
が
、
洪
水

や
干
ば
つ
に
よ
る
壊
滅
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

気
候
に
合
っ
た
品
種
の
選
定
な
ど
、
様
々
な
問

題
に
直
面
し
ま
し
た
。
何
年
に
も
渡
っ
て
失
敗

を
繰
り
返
し
た
後
、
１
９
１
４
年
つ
い
に
コ
メ

の
大
量
生
産
に
成
功
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
コ
メ
を
使
っ
て
リ
ー
ト
ン
の
ヤ
ン
コ
試
験
所

で
コ
メ
作
り
が
始
ま
り
、
10
年
後
に
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
農
業
の
中
で
最
も
成
功
を
収
め
た

米
産
業
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

ヤ
ン
コ
農
業
研
究
所
視
察

　

ヤ
ン
コ
農
業
研
究
所
は
灌
漑
農
業
エ
リ

ア
発
展
の
た
め
に
作
ら
れ
た
試
験
農
場
で
、

１
１
７
０
ha
の
敷
地
面
積
が
あ
り
、
そ
の
研
究

は
米
・
果
物
・
野
菜
・
牧
草
・
灌
漑
農
業
の
管

理
等
広
範
囲
に
及
び
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
農

家
に
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
米
の
歴
史
や
野
菜
の
作
付
け
状
況
の
説
明

で
は
、
当
Ｊ
Ａ
役
員
に
よ
る
活
発
か
つ
熱
心
な

質
問
が
飛
び
か
い
、
４
時
間
以
上
に
及
ぶ
研
修

に
な
り
ま
し
た
。

リートン農業施設のサイロ

オーストラリア国内全ての米を取り扱う
サンライスセンター

田んぼ跡地に建つ「オーストラリア
米の父」をたたえる石碑

ヤンコ農業研究所での研修

平成24年度 役員研修
inオーストラリア

報 告

シドニー・リートン・ヤンコ農業研修
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◆ 

シ
ド
ニ
ー

＊
1
月
16
日（
水
）

ホ
ー
ク
ス
ベ
リ
ー
地
区

　
　
　
　
　

野
菜
・
花
卉
農
場
視
察

　

快
晴
で
午
前
中
に
は
す
で
に
気
温
32
度
を
上

回
る
中
、
シ
ド
ニ
ー
よ
り
バ
ス
で
北
西
へ
70
㎞

の
所
に
あ
る
家
族
経
営
の
農
場
へ
。
こ
こ
で
は

50
年
以
上
に
渡
っ
て
、
シ
ド
ニ
ー
市
場
に
新
鮮

な
果
物
や
野
菜
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
土
地
の

広
さ
は
約
20
エ
ー
カ
ー
（
約
８
ha
）
で
、
近
く

の
川
か
ら
汲
ん
だ
水
を
再
利
用
し
な
が
ら
水
耕

栽
培
で
品
質
の
良
い
健
康
野
菜
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
こ
の
近
く
に
は
直
売
所
も
あ
り
、
近
隣
の

人
気
を
得
て
い
ま
す
。リ
ー
ト
ン
の
乾
燥
地
帯
と

は
違
い
、
海
岸
に
近
い
こ
の
地
域
で
は
水
不
足
の

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

デ
ィ
ザ
ー
ナ
・
ワ
イ
ナ
リ
ー
訪
問

　

イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
出
身
の
移
住
民

に
よ
っ
て
開
拓
・
開
場
し
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
す
。

数
々
の
賞
を
受
賞
し
、比
較
的
小
さ
い
で
す
が
、

地
元
で
は
有
名
な
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
す
。
ワ
イ
ン

だ
け
で
は
な
く
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
製
造
・

販
売
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
歴
史
的
な
建
物
を

利
用
し
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
も
経
営
し

て
い
ま
す
。

ミ
セ
ス
・
マ
ッ
コ
リ
ー
ズ
・
ポ
イ
ン
ト
見
学

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
移
住
し
て
き
た
初
代
総

督
マ
ッ
コ
リ
ー
氏
の
夫
人
が
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に

か
か
っ
て
し
ま
い
、
頻
繁
に
訪
れ
た
場
所
。
囚

人
に
造
ら
せ
た
と
い
う
砂
岩
造
り
の
い
す
に
座

り
、
イ
ギ
リ
ス
を
行
き
来
す
る
船
を
眺
め
て
い

た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

＊
1
月
17
日（
木
）

世
界
遺
産
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　

国
立
公
園
見
学

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル

ズ
州
の
国
立
公
園
。
シ
ド
ニ
ー
の
西
81
㎞
。「
マ

ウ
ン
テ
ン
ズ
」
の
名
に
も
関
わ
ら
ず
、
高
原
地

帯
で
川
が
数
本
流
れ
て
い
ま
す
。
最
高
地
点
は

ウ
ェ
ロ
ン
グ
山
（
標
高
１
２
１
５
メ
ー
ト
ル
）、

最
低
地
点
は
ネ
ピ
ア
ン
川
（
同
20
メ
ー
ト
ル
）

で
す
。
３
本
の
切
り
立
っ
た
奇
岩
（
砂
岩
）「
ス

リ
ー
シ
ス
タ
ー
ズ
」
を
は
じ
め
、
峡
谷
景
観
で

有
名
。
ユ
ー
カ
リ
の
木
か
ら
揮
発
さ
れ
る
オ
イ

ル
が
太
陽
光
に
反
射
し
、
青
く
か
す
ん
で
見
え

る
こ
と
か
ら
そ
の
名
前
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
見
学

　

20
世
紀
を
代
表
す
る
近
代
建
築
物
で
あ
り
、

世
界
的
に
有
名
な
歌
劇
場
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
・
劇
場
で
も
あ
り
ま
す
。
当
時
無
名
だ
っ
た

建
築
家
ヨ
ー
ン
・
ウ
ッ
ツ
ォ
ン
の
設
計
に
よ
っ

て
、
独
創
的
な
形
状
と
構
造
設
計
の
困
難
さ

な
ど
に
よ
り
、
大
幅
な
工
期
と
予
算
の
超
過

に
も
関
わ
ら
ず
、
14
年
か
け
て
完
成
し
た
後

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
も

親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
お
わ
り
に

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
土
は
日
本
の
約
21

倍
、
世
界
で
６
番
目
に
広
い
国
で
あ
り
、
地

球
最
大
の
島
で
最
小
の
大
陸
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
ア
ジ
ア
か
ら
の
移
民
と
ア
ボ
リ
ジ
ニ
と

呼
ば
れ
る
先
住
民
な
ど
が
融
和
し
て
多
民
族
・

多
文
化
と
い
っ
た
若
い
国
家
で
、
人
口
は
東

海
岸
の
大
都
市
に
集
中
し
、
内
陸
部
で
は
乾

燥
し
た
砂
漠
地
帯
（
大
陸
の
約
18
％
が
砂
漠
）

が
延
々
と
続
き
ま
す
。
広
大
な
土
地
で
の
農

用
地
は
日
本
の
約
90
倍
に
相
当
し
ま
す
が
、

そ
の
内
訳
は
90
％
以
上
が
肉
用
牛
や
羊
の
放

牧
に
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
米
は
、
１
９
１
４

年
に
日
本
か
ら
導
入
さ
れ
、
現
在
サ
ン
ラ
イ

ス
の
商
品
名
で
世
界
70
カ
国
に
輸
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
米
の
播
種
方
法
は
ド
リ
ル
シ
ー
ダ
ー

や
飛
行
機
に
よ
る
籾
の
直
播
で
す
が
、
栽
培
技

術
も
進
歩
し
、
収
量
も
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
稲
作
は
灌
漑
用
水
の
供
給
に
大
き
く

依
存
し
て
お
り
、
定
期
的
に
干
ば
つ
が
発
生

す
る
た
め
、
農
業
へ
の
割
当
水
量
の
減
少
に
よ

り
米
生
産
者
に
は
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、農
家
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ（
市

場
調
査
）
に
よ
り
作
付
け
品
目
を
判
断
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
野
菜
も
多
品
目
作
付

け
さ
れ
、
メ
ロ
ン
や
ス
イ
カ
も
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
日
本
の
よ
う
に
糖
度
の
計
測
で

収
穫
時
期
を
判
断
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、

食
べ
て
も
日
本
の
よ
う
な
甘
味
を
感
じ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
単

品
で
食
べ
る
の
で
は
な
く
、
調
理
で
の
味
付

け
が
な
さ
れ
る
た
め
、
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は

ス
ケ
ー
ル
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
農
家
の

方
の
農
業
に
対
す
る
意
識
は
世
界
共
通
な
の

だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

整
備
課
・
相
澤
陽
一
／
経
営
課
・
畠
山
深
雪　

記

野菜や果物の直売所

ディザーナ・ワイナリー→

父の魔法により、３姉妹が岩に変えられた
というアボリジニ（先住民）の伝説から名
づけられた奇岩「スリーシスターズ」

オーストラリアのシンボル、オペラハウス

ミセス・マッコリーズ・チェア



★各委員会からの報告

●女性部座談会（１月31日）
　座談会では３つの課題が主に話し合われました。
１、女性理事について。理事の女性枠に関して組合
長からは「現状の参与でいても、女性の意見は充
分吸い上げられていると思うし、理事にこだわる
必要がないのでは？」と受け取れる様な発言でし
た。
２、加工センターの利用について。加工センター有
効利用委員会では、村外の人が体験で味噌や豆腐
を作る場合の料金を設定しました。（来年度から
実施予定）細川専務理事からは「体験で利用する
時も必ず責任者をきめてほしい。」とお話しがあ
りました。
３、葬祭について。出席者の一番関心のある話題で
した。葬祭の場所は今まで通りの村民センター？
それとも健康館？どの程度に改装？内容は？昨
今、世相は葬祭専門の会場で行うのが半分以上と
いう。レゼールへの研修も行っている検討委員会
では、今ある建物を利用して様々なニーズに対応
したメニューを考えるということでした。その建
物に注目したいですね。ある人の言葉を思い出し
ます。「いまあるもので、これまでにないものを」
「ないものを嘆くのではなく、あるものを活かす」
ということ。ぜひそう願いたいです。
   （浅沼トク子記）

●冬季ふるさとまつり（２月３日）
　今年も冬季ふるさとまつりに参加しました。前日に
下準備をして、当日は班長さんからも協力してもらい、
午前11時頃から会場で「米粉入りうどん」を食べて
もらいました。風が強くてとても大変でしたが、30
分くらいで全部なくなり、みなさんにも喜んでもらえ
てよかったと思います。 （伊藤百合子記）

●村民・議員との懇談会（２月８日）
　公民館大集会室で午後から開かれました。この会は
毎年開催されていますが、今年は各団体への呼びか
けもあって参加者も多く30名ほどでした。議長から、
議会の状況や村政課題について報告があり、その後副
議長の司会で総務・産業・住民生活・教育・環境エネ
ルギー・議会の各分野について、議員の方から答えて
いただきました。議会は村政の大事なチェック機関で
すのでこのような場で住民の声や考えを受けとめても
らうのはとっても良い事だし、大事な事なので、今後

も続けてほしいと思います。ただ、若い世代の参加が
少なかったのが残念に感じました。 （山本嘉子記）

●平成24年度環境監査（２月13・14日）
　役場各課・各施設での環境監査が２日間にわたり行
われました。各課・各施設には環境マネージャーがい
て電気・ガス・灯油・ガソリン・水道・事務用紙の使
用量・燃やせるごみの排出量を集計し事務局へ報告し
ています。私が監査を担当した中の、幼稚園では園児
達もゴミの分別は出来ているし、クラス通信にはエコ
やリサイクルのコーナーが設けられていました。小学
校では、村の環境面における基本方針が書かれた物が、
先生方のネームプレートの裏に入っており認識の高さ
の表れだと思いました。わが家でも改善すべき点はあ
るので、環境に配慮した生活をしたいと思います。
  （齊藤美智子記）

●不用衣類回収（２月14日）
　２時間半という短い時間でしたが、次々と衣類を
持ってきて頂き、300㎏近い回収となりました。皆様、
ご協力ありがとうございました。
  （浮田順子記）

●秋田県ＪＡ女性正組合員大会（２月18日）
　ＪＡビルで女性参画推進セミナーが行われ、大潟村
から３名が参加しました。「ＪＡ運営参画の現状と今
後の対応について」ＪＡ中央会生活福祉課から冒頭に
情勢報告がありました。これは平成11年の男女共同
参画社会基本法の施行にともない女性のＪＡ運営参画
を推進していく話でした。「秋田を支える女性の力」
と題して県議の中泉松司氏の講演がありました。内容
は秋田県農業における女性起業の活躍、また、６次産
業化へ向けて県でも力を入れていくとのことでした。
また、日本で初めての女性理事となったＪＡ静岡市の
理事海野フミ子氏の講演では、「女性職員の待遇の改
善など女性でなければ気がつかないことがある。女性
が運営に参画することで良い環境整備することができ
る」とのお話でした。 （栢森慶子記）

各委員会からの報告事項などについてお知らせいたします
女性部「活動

だよ
り」
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貯　金 … 248億8,818万円

貸出金 … 105億2,738万円

出資金 … 008億8,350万円

ＪＡ大潟村の概況　25年２月末現在
正組合員数 …… 1,151名

准組合員数 …… 0,030名

　干拓博物館の北側に、大きな２本の鉄柱が建っています。
近づいてみると、柱の下に風車のプロペラが積まれており、
風車と関係がありそうですが…誰が何に使っているもので
しょうか？　　　　　　　　＜答えは来月号に掲載いたします＞

「博物館北側の鉄柱」

　毎日目にする風景。実はその中に、重要な役割を担っているも
のや、意外に知られていない実態を持つものがたくさん隠れてい
ます。このコーナーでは、大潟村のそんな「気になる風景」をク
イズ風にご紹介。さあ、ふらりと散歩に出かけてみましょう！

になる風景 大潟
　毎　毎　毎毎毎　毎　毎日目日目日目日目日目日目日目にすにすにすにすにすにすにするるるるるるるる

気気
in

！？ その11

～２月号に掲載「ハワイ旅行記念」の正体～
　常夏の島ハワイ。これを思わせるような場所が村内にあります。それは生態系公園の温室で
す。外が吹雪の冬の日も、温室内は南国の花が咲き、バナナが実をつけ、まるで別世界のよう
です。ここに咲く珍しい花が新聞などで紹介されているのもよく見かけます。「ハワイ旅行記念」
の正体は、記念撮影用の看板でした。ここで記念写真を撮ればまるでハワイのような雰囲気に。
心を癒やしてくれる場所です。

その11
※許可なく立ち入りできない場所も
ありますのでご注意ください。

理事会報告

報告事項
・業務報告（１月末事業実績等）
・コンプライアンス委員会報告
・平成24年度第３四半期「全般統制・不祥事未然防
止行動計画」の評価結果報告について
・資産査定事務要領の一部改正について
・農業振興資金貸付要項の一部改正について
・農家経営改善対策委員会報告

議　案
第76号　平成25年度内部監査計画について
第77号　店舗テナントに伴う賃貸借契約について
第78号　資産査定規程の一部改正について
第79号　就業規則の一部改正について
第80号　定年再雇用規程の一部改正について
第81号　職員給与規程の一部改正について
第82号　職員退職給与規程の一部改正について
第83号　職制規程の一部改正について
第84号　臨時従業員就業規則の一部改正について
第85号　臨時従業員退職給与金支給基準の廃止について
第86号　継続雇用制度の対象となる選定基準を定め

る協定書について
第87号　購買事業利用高に対する還元について
第88号　貸付金について

協議事項
・平成25年度事業計画（案）及び中期計画（案）について
・正組合員加入申し込みについて

２月27日開催

〔異動〕３月１日付

職員の人事異動を行いましたのでお知らせいたします。

職 員 人 事

氏　　名 新　　任 旧　　任

大森　　悟 給油所課長補佐 資 材 課 課 長

杉本　公三 資 材 課 課 長 総務課企画係係長

〔退職〕２月28日付

組合員の皆様、長い間ありがとうございました。

小野　　孝（給油所所長）　  長い間お疲れ様でした。

JＡだより9
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JAだより おおがた

　大好きな音楽を聴いて体を
動かしたり、所狭しと部屋中
を動き回る。疲れたときは猫
たちのとなりで一休み…。姉
兄のまねっこをして、何でも
吸収中。たくさん遊んで仲良
く元気に育ってね。

一箭　香
か

代
よ

ちゃん

　最近よく窓ガラスにくっ

ついてお外を見ている菜桜。

あったかくなる頃には歩くの

上手になってるかな？いっぱ

いお散歩に行こうね。

花塚　菜
な

桜
お

ちゃん

　武石家のみんなはもも子の
笑顔にメロメロです。百面相
のような表情の豊かさに毎
日楽しませてもらってます。
いっぱい食べて元気モリモリ
もも子で育ちますように‼

武石もも子
こ

ちゃん

　ねぇねとにぃにが毎日目を
ハートにしながら可愛がって
くれています♪11 ヶ月で歩
き始め、１歳のお誕生日を過
ぎてからたくさん歩けるよう
になりました。これからも姉
兄と仲良くいっぱい遊ぼうね
(*^ ―^ ) １歳おめでとう♥

杉山　葵
り

陽
あ

ちゃん

　二人のお兄ちゃんに囲ま
れ、たくましく、やんちゃに
なりそうな予感…。人見知り
が殆どなかったので沢山の人
に抱っこしてもらい可愛がら
れ、たくさんの愛情を貰って
スクスク成長中です(*^ _^ *)

井上　空
そら

大
た

ちゃん

このコーナーに掲載希望の方はご連絡お待ちしております。TEL  45－2211　広報担当

谷口　智
とも

紀
のり

ちゃん

　おふろ大好き！頭からお湯

をかけてもへっちゃら！両手

でバシャバシャしぶきを上げ

て大興奮！あんよも上手にな

りお誕生日は一升餅をせお

い、元気にあるいたよ‼

お誕生日おめでとう !!お誕生日おめでとう !!初めてのお誕生日おめでとう !!No.182　　　




